
質
問
一

全
国
及
び
埼
玉
県
内
の
２
学

期
制
の
導
入
状
況
と
最
近
の
傾
向
に
つ

い
て
。

二

平
成
２２
年
に
全
て
の
学
校
に
２
学

期
制
を
導
入
し
た
理
由
に
つ
い
て
。

三

２
学
期
制
の
メ
リ
ッ
ト
の
検
証
は
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

全
国
で
２

学
期
制
を
採
用
す
る
学
校
の
割
合
は
、

公
立
小
学
校
２０
・
９
㌫
、
公
立
中
学
校

２０
・
０
㌫
。
県
内
で
は
、
さ
い
た
ま
市

を
除
い
て
、
公
立
小
学
校
１３
・
８
㌫
、

中
学
校
１３
・
０
㌫
で
あ
る
。
県
内
６２
市

町
村
の
う
ち
１２
市
町
村
で
２
学
期
制
を

採
用
し
て
い
る
。
最
近
の
傾
向
で
は
、

小
中
学
校
と
も
３
学
期
制
を
採
用
す
る

割
合
が
わ
ず
か
に
増
え
て
き
て
い
る
。

二

１４
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
、
ゆ
と
り
の
中
で
生
き
る
力
を
培

い
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る

た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
２
学
期

制
の
有
効
性
に
着
目
し
、
調
査
研
究
を

進
め
て
き
た
。
１６
年
度
か
ら
２
校
を
モ

デ
ル
校
と
し
て
、
２
学
期
制
を
実
施
し

た
。
１７
年
度
か
ら
各
学
校
の
判
断
に
よ

る
実
施
と
し
た
。
２２
年
度
か
ら
市
内
全

校
で
２
学
期
制
を
実
施
し
た
。

三

児
童
生
徒
の
長
期
休
業
前
に
学
校

行
事
を
組
む
こ
と
で
、
学
校
行
事
の
過

密
化
を
防
ぎ
、
指
導
に
必
要
な
授
業
数

が
確
保
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
ゆ
と
り
の

あ
る
教
育
課
程
の
編
成
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

質
問
一

対
象
と
な
る
生
活
困
窮
者
の

考
え
方
は
。

二

平
成
２７
年
４
月
１
日
実
施
の
自
立

支
援
制
度
に
対
し
て
、

ア

相
談
窓
口
等
の
準
備
状
況
は
。

イ

実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ウ

具
体
的
に
対
応
す
る
職
員
体
制
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
で
は
、
現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
本
制
度
で
は
、
一
部

の
事
業
を
除
き
、
生
活
保
護
に
至
る
前

段
階
に
あ
る
生
活
困
窮
者
を
対
象
に
し

て
い
る
。

二

ア

現
在
、
制
度
の
概
要
な
ど
の

質
疑
応
答
集
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
制

度
実
施
の
詳
細
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
視
察
や
資
料
収
集
、
研
修
会
等

で
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

イ

国
の
政
省
令
や
告
示
等
が
示
さ
れ

次
第
、
市
の
実
施
方
針
を
ま
と
め
る
予

定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
必
須
事
業
で
あ

る
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
住
居
確
保

給
付
金
支
援
事
業
を
２７
年
４
月
１
日
か

ら
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
。

ウ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
で
は
、

市
で
直
接
実
施
す
る
事
業
と
委
託
で
き

る
事
業
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
託
が

可
能
な
法
人
の
状
況
や
国
の
財
政
措
置

等
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

２
学
期
制
の
是
非
を

問
う

藤
原

建
志
議
員

お
お
む
ね
支
持
と
理
解
し
、

継
続
し
て
い
く

子どもの貧困の連鎖防止に

努める

持田 敏明 議員

本市の生活困窮者自立
支援制度は

藤 小 学 校

つるがしま市議会だより第１６８号 〔８〕


